









































































































を歩くが、大阪からは船で海上を移動し四国の丸亀まで足 延ばす。原則として四国を周遊することはなく、金毘羅神社への参詣後は直ちに 中国地 （岡山）に上陸し、山陽道で京都付近まで戻った後は、再び近畿周回型と概ね重なるルートで日本海側 出て北 して東北へ戻る。　
三つ目は、 「富士登山セット型」である。全体像としては近畿周回型と四国延長型のルートで旅をするが、江戸
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表 1 　近世後期における東北地方からの伊勢参宮の日数
表題 年代 旅の時期（旧暦） 総日数
西国道中記 1783 2．6～6．27 142
伊勢参宮道中記 1786 2．4～6．17 124
伊勢参宮所々名所並道法道中記 1794 1．16～4．16 90
道中記 1799 6．27～9．21 77
遠州秋葉・伊勢参宮道中記 1805 11．11～1．11 60
御伊勢参宮道中記 1805 1．10～3．18 67
道中記 1814 （不明） 86
伊勢参宮西国道中記 1818 10．21～1．25 93
伊勢参宮旅日記 1823 1．6～4．3 86
伊勢道中記 1826 1．14～4．15 92
（表題不明） 1830 1．9～閏3．8 86
（表題不明） 1831 （不明） 66
万字覚帳 1835 2．5～5．2 75
道中日記 1836 1．26～4．29 90
伊勢参宮道中日記帳 1841 1．5～3．10 96
西国道中記 1841 12．11～2．8 85
道中記 1849 1．26～4．29 79
（表題不明） 1849 10．15～1．9 83
道中日記帳 1856 2．1～4．17 73


























原豊治を含む同行者十名が岩手県花巻の大神宮に集い、西へ向かっ 出発した。花巻の停車場 汽車 乗って松島に到着すると、松島を遊覧して塩竈神社にも参詣する。その後、再び汽車に乗り込み東北最大の都市仙台に至





















































































































上野～日光間、草津 四日市間の開通、明治二十四（一八九一）年の上野～青森間の開通、明治二十六（一八九三）年の上野～直江津間の開通など、次々と日本国内 鉄道網が張り巡らされていった。さ に 明治二十七（一

















































































日間のうち、四四日間は徒歩移動をともなう旅であった。徒歩と汽車を組み合わせて移動し いる日も多 。鉄道が敷設されていない区域で で移動する が当時の旅の実情であ た。　
表
3は、 『道中記』の内容から菅原豊治らが歩いた区間とその距離を一覧にしたものである。この旅日記には、
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表 3 　『伊勢参宮 四国礼拝 西国順礼道中記』における歩行距離
日数 新暦 出立 宿泊 天候 歩行距離 歩行区間
1 日目 1 月17日 花巻 高城
2 日目 1 月18日 高城 仙台
3 日目 1 月19日 仙台 上野 晴
4 日目 1 月20日 上野 馬喰町 晴
5 日目 1 月21日 馬喰町 馬喰町 晴
6 日目 1 月22日 馬喰町 馬喰町 晴
7 日目 1 月23日 馬喰町 本所 晴 13．6㎞ 佐倉～成田
8 日目 1 月24日 本所 横浜 晴 17．5㎞ 本所～川崎
9 日目 1 月25日 横浜 江の島 晴 11．7㎞ 大船～江の島
10日目 1 月26日 江の島 久能 16．7㎞ 江の島～藤沢
興津～久能
11日目 1 月27日 久能 豊橋 11．7㎞ 久能～静岡
12日目 1 月28日 豊橋 泉館太夫宅 7．4㎞ 宮川～宇治
13日目 1 月29日 泉館太夫宅 泉館太夫宅
明治中期における東北地方からの伊勢参宮〔谷釜　尋徳〕
（16）311
14日目 1 月30日 泉館太夫宅 二見 晴 17．5㎞ 内宮～二見
15日目 1 月31日 二見 栃原 晴 33．3㎞ 二見～栃原
16日目 2 月 1 日 栃原 長浜 晴 51．1㎞ 栃原～長浜
17日目 2 月 2 日 長浜 三輪崎 晴 11．7㎞ 三輪崎～新宮
新宮～三輪崎
18日目 2 月 3 日 三輪崎 那智山 晴 19．4㎞ 宿屋～那智山
19日目 2 月 4 日 那智山 湯峰 雨 15．0㎞ 那智～小口
船着場～湯峰
20日目 2 月 5 日 湯峰 湯峰 雨 5．2㎞ 湯峰～本宮
本宮～湯峰
21日目 2 月 6 日 湯峰 田辺 晴 57．7㎞ 湯峰～田辺
22日目 2 月 7 日 田辺 原谷 35．2㎞ 田辺～原谷








25日目 2 月10日 粉川 遍照光院 晴 27．8㎞ 粉川～遍照光院





27日目 2 月12日 遍照光院 河田 晴 35．1㎞ 遍照光院～河田
28日目 2 月13日 河田 神武天皇御陵 雪 44．9㎞ 河田～
神武天皇御陵
29日目 2 月14日 神武天皇御陵 奈良
30日目 2 月15日 奈良 道明寺 晴 30．6㎞ 神武天皇御陵～
道明寺
31日目 2 月16日 道明寺 大坂 晴 11．7㎞ 道明寺～堺
32日目 2 月17日 大坂 船中泊 晴
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34日目 2 月19日 多度津 田ノ口 風
35日目 2 月20日 田ノ口 岡山市 朝雪 36．9㎞ 田ノ口～岡山市
36日目 2 月21日 岡山市 鵤 朝雪 14．1㎞ 岡山市～藤井
龍野～鵤
37日目 2 月22日 鵤 高砂 晴 34．9㎞ 鵤～高砂
38日目 2 月23日 高砂 須磨 晴 34．6㎞ 高砂～須磨
39日目 2 月24日 須磨 池田 雨天 43．5㎞ 須磨～池田




41日目 2 月26日 淀 三条大橋 晴 25．3㎞ 淀～三条大橋
42日目 2 月27日 三条大橋 大津 晴
43日目 2 月28日 大津 八幡 35．9㎞ 大津～八幡
44日目 2 月29日 八幡 玄宮 風吹 31．6㎞ 八幡～玄宮
45日目 3 月 1 日 玄宮 そゑ 朝雪 44．7㎞ 玄宮～彦根
垂井～そゑ
46日目 3 月 2 日 そゑ 津島 大雪 23．6㎞ そゑ～岐阜
清州～津島
47日目 3 月 3 日 津島 勝川 晴 25．3㎞ 津島～勝川
48日目 3 月 4 日 勝川 釜戸 晴 34．9㎞ 勝川～釜戸
49日目 3 月 5 日 釜戸 三留野 雪 51．7㎞ 釜戸～三留野
50日目 3 月 6 日 三留野 宮越 雪 47．2㎞ 三留野～宮越
51日目 3 月 7 日 宮越 松本 晴 27．5㎞ 宮越～本山
52日目 3 月 8 日 松本 稲荷山 晴 46．1㎞ 松本～稲荷山
53日目 3 月 9 日 稲荷山 軽井沢 晴 15．6㎞ 稲荷山～長野市
54日目 3 月10日 軽井沢 神戸 晴 13．9㎞ 大間々～神戸
55日目 3 月11日 神戸 日光町 雪 53．3㎞ 神戸～日光町
56日目 3 月12日 日光町 仙台 雪








時代にあって、東北地方から伊勢参宮 した人々は長 日には五〇～六〇㎞ 日あたりの平均では三五㎞を歩いている。　
このように、 『道中記』の旅は、近世の旅人と比べれば歩行距離は減っているものの、明確な違いが見受けられ






























総距離 平均 最長 最短
西国道中記 1783 3018．7 30．2 58．6 7．8
伊勢参宮道中記 1786 2173．2 29．8 63．1 3．9
伊勢参宮所々名所並道法道中記 1794 2439．2 33．4 56．7 5．8
道中記 1799 2285．8 34．1 53．1 7．6
遠州秋葉・伊勢参宮道中記 1805 1898．5 35．2 58．1 7．8
御伊勢参宮道中記 1805 1837．4 35．3 60．6 11．7
道中記 1814 2773．9 34．7 59．7 6．3
伊勢参宮西国道中記 1818 3014．3 35．9 67．9 9．7
伊勢参宮旅日記 1823 2939．6 43．2 74．5 19．3
伊勢道中記 1826 2944．3 37．3 58．5 5．3
（表題不明） 1830 2583．2 33．1 61．8 6．0
（表題不明） 1831 1996．6 35．7 65．5 11．7
万字覚帳 1835 2139．9 32．9 53．6 7．8
道中日記 1836 2737．4 36．0 71．9 11．2
伊勢参宮道中日記帳 1841 2424．1 32．8 58．9 7．8
西国道中記 1841 2717．1 37．2 67．5 9．7
道中記 1849 2594．4 35．1 56．7 7．8
（表題不明） 1849 2413．7 35．0 63．1 15．5
道中日記帳 1856 1661．4 33．9 54．8 2．1
道中記 1857 3174．8 35．3 74．3 6．1

























的な旅の傾向を踏襲していたことがわかる。花巻を発った後は、江戸、鎌倉、久能山、伊勢、高野山、奈良、大阪、金毘羅、岡山、京都、善光寺、日光を結ぶエリアにおいて多くの寺社や名所 訪れている。また、この旅が西国三十三所順礼を兼ねている点も一つの特徴である 定められた三三カ所の霊場寺院のうち 二一カ所への参詣を達成している（表中に 「西国〇番」と表記） 。
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表 5 　『道中記』における見物行動
日数 新暦 出立 宿泊 名所・寺社など 都市・近代建造物など
1 日目 1 月17日 花巻 高城




3 日目 1 月19日 仙台 上野
4 日目 1 月20日 上野 馬喰町 浅草観音、など 凌雲閣、など




























7 日目 1 月23日 馬喰町 本所 惣五宮、成田不動尊、など
8 日目 1 月24日 本所 横浜






10日目 1 月26日 江の島 久能 遊行寺、竜泉寺、清見寺、三
保の松原、田子の浦、など
11日目 1 月27日 久能 豊橋 久能山東照宮、など
12日目 1 月28日 豊橋 泉館太夫
宅
伊勢神宮（外宮）、など












15日目 1 月31日 二見 栃原 二見が浦、二見興玉神社、な
ど
16日目 2 月 1 日 栃原 長浜 境原神社、など
17日目 2 月 2 日 長浜 三輪崎
18日目 2 月 3 日 三輪崎 那智山 丹補神社、浜ノ宮王子権現、
青岸渡寺（西国 1 番）、など
19日目 2 月 4 日 那智山 湯峰
20日目 2 月 5 日 湯峰 湯峰 熊野神社本宮、など
21日目 2 月 6 日 湯峰 田辺
22日目 2 月 7 日 田辺 原谷




24日目 2 月 9 日 和歌山市 粉川 厄除観音、粉川寺（西国
3
番）、など
25日目 2 月10日 粉川 遍照光院 高野山大門、遍照光院、袈裟
掛石、押上石、など
26日目 2 月11日 遍照光院 遍照光院 高野山、など
27日目 2 月12日 遍照光院 河田
28日目 2 月13日 河田 神武天皇
御陵
吉野大社、大峰山、談山神
社、 岡 寺（西 国 7 番）、 橘
寺、橿原神社、など












31日目 2 月16日 道明寺 大坂 大坂天満宮、妙福寺、住吉神
社、浪花屋の松、など
北村商舗、など




33日目 2 月18日 船中泊 多度津 金毘羅神社、など
34日目 2 月19日 多度津 田ノ口
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35日目 2 月20日 田ノ口 岡山市 由加神社、吉備津神社、など
36日目 2 月21日 岡山市 鵤 斑鳩寺、古城、七重□、など 公園地〔岡山後楽園〕、公園地内
の物産陳列場、会議場、など














































44日目 2 月29日 八幡 玄宮
長 命 寺（西 国 31 番）、 浄 楽
寺、観音寺、薬師堂、千手観
音堂、など





















































る。柳田は、近世の巡礼の意義を「道途」に求めたうえで、 「今日の汽車も同じよう 、団体で共にあるく点に目的の中心を置いていた である。 （中略）この行楽の興味は忘れがたかったもの
46日目 3 月 2 日 そゑ 津島 津島神社、など
47日目 3 月 3 日 津島 勝川 甚目寺、名古屋城、など
48日目 3 月 4 日 勝川 釜戸
49日目 3 月 5 日 釜戸 三留野
50日目 3 月 6 日 三留野 宮越 浦島太郎の古跡、など
51日目 3 月 7 日 宮越 松本
52日目 3 月 8 日 松本 稲荷山
53日目 3 月 9 日 稲荷山 軽井沢 善光寺、など
54日目 3 月10日 軽井沢 神戸
55日目 3 月11日 神戸 日光町 足尾銅山、など
56日目 3 月12日 日光町 仙台 日光東照宮、など 宇都宮市内見物、など
57日目 3 月13日 仙台 花巻
菅原豊治『伊勢参宮 四国礼拝 西国順礼道中記』1896年より。







































































と比較して最も大きな違いは 交通手段の発達であろう。鉄道の登場 延伸は日本人に時間意識の近代化を迫り、従来の旅のスタイルにも大きな変革をもたらした。人間の移動速度で旅が進行していた時代とは異なり、圧倒的なスピードで目的地間を結ぶ汽車に乗ることで、旅人は時間と引き換え 行く先々の「道中」を手放したこと 疑う


































































































































 巻之七」 （一八三〇） 『嬉遊笑覧（三） 』岩波書店、二〇〇四年、三八一頁。
（
26）　
柳田國男は、近世の旅（巡礼 の特徴を次のように表現している。 「巡礼は日本では面白い形に発達している。 （中略）参拝の
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